
文
教
厚
生
委
員
長
報
告（
概
要
）

・
承
認
３
件
を
承
認
、
議
案
３
件
を
原
案
可
決
、

・
請
願
１
件
を
採
択
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中
村
哲
康 

委
員
長

　
　
　
来
年
度
か
ら
の
森
林

環
境
税
に
つ
い
て
、
長
崎
県

は
か
な
り
前
か
ら
森
林
環
境

税
が
あ
っ
た
が
、
本
件
は
そ

れ
プ
ラ
ス
の
１
千
円
と
い
う

こ
と
か
。

　
　
　
長
崎
県
の
森
林
環
境

税
は
令
和
８
年
度
ま
で
税
額

５
０
０
円
を
徴
収
す
る
も
の

で
あ
る
。
今
回
導
入
さ
れ
る

の
は
、
国
の
施
策
に
よ
り
令

和
６
年
度
か
ら
、
森
林
環
境

税
１
千
円
に
な
る
。
し
か
し
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
関
す
る
市
・
県
民
税
の
均

等
割
１
千
円
が
、
令
和
５
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

負
担
増
に
は
な
ら
な
い
。

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
健
康
被
害
が
一
人
、

１
７
５
万
５
千
円
計
上
し
て

あ
る
が
、
健
康
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
が
、
こ
れ
ま
で
何

人
で
、
実
際
に
給
付
費
の
支

払
い
を
さ
れ
た
方
、
こ
れ
か

ら
申
請
し
よ
う
と
し
て
い
る

方
は
何
人
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
二
人
の
方

が
申
請
を
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
一
人
の
方
が
厚
生
労

働
大
臣
の
認
定
を
受
け
ら
れ

た
。
残
り
の
一
人
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
国
に
申
請
書
を

送
付
し
て
お
り
、
審
査
が
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

申
請
し
よ
う
と
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。

　
　
　
予
防
接
種
に
よ
る
健

康
被
害
は
、
ど
の
程
度
で
国

か
ら
の
補
償
を
受
け
ら
れ
る

の
か
。
そ
の
基
準
は
。

　
　
　
厚
生
労
働
省
の
疾
病

障
害
認
定
審
査
会
で
、
ワ
ク

チ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

認
定
で
き
る
か
審
査
し
て
い

る
。
ど
の
程
度
で
認
定
さ
れ

る
の
か
と
い
う
基
準
は
把
握

で
き
て
い
な
い
。

　
　
　
高
齢
者
福
祉
施
設
整

備
事
業
で
、
介
護
職
員
用
の

宿
舎
と
い
う
こ
と
だ
が
、
働

か
れ
る
方
に
外
国
人
の
方
は

い
る
の
か
。
ま
た
、
何
名
か
。

　
　
　
今
回
申
請
さ
れ
て
い

る
事
業
所
は
、
外
国
人
の
方

の
居
住
が
主
な
目
的
で
、
４

名
で
あ
る
。

　
　
　
臨
時
福
祉
給
付
金
関

係
で
、
外
国
人
や
そ
の
家
族

は
対
象
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

生
活
保
護
受
給
者
も
対
象
に

な
る
の
か
。

　
　
　
住
民
票
が
あ
る
外
国

人
の
方
で
、
非
課
税
で
あ
れ

ば
支
給
対
象
に
な
る
。
生
活

保
護
受
給
者
に
お
い
て
も
、

非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
、
支
給
対
象
に
な
る
。

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
関
係
〉

　
　
　
学
校
給
食
会
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
策
費
補
助

金
は
、
保
護
者
の
給
食
費
の

支
払
い
を
一
定
に
す
る
た
め

の
補
助
金
か
。

　
　
　
保
護
者
が
負
担
す
る

給
食
費
を
値
上
げ
し
な
い
た

め
に
、
こ
の
補
助
金
を
使
う
。

　
　
　
今
か
ら
暑
く
な
っ
て

い
く
中
で
、
各
学
校
の
生
徒

に
対
す
る
マ
ス
ク
の
取
り
扱

い
は
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
マ
ス
ク
の
着
脱
に
つ

い
て
の
指
導
は
し
て
い
な
い
。

子
供
や
保
護
者
の
判
断
に
よ

り
マ
ス
ク
の
着
脱
は
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

子
供
は
手
指
消
毒
が
で
き
な

い
と
思
う
が
、
石
け
ん
で
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
に

つ
い
て
は
、
来
客
用
と
し
て

い
る
。
基
本
的
に
子
供
た
ち

に
対
し
て
は
石
け
ん
で
の
手

洗
い
を
推
奨
し
て
い
る
。

〈
市
民
生
活
部
関
係
〉

　
　
　
深
江
支
所
の
施
設
改

修
工
事
を
減
額
し
た
理
由
は
。

　
　
　
今
年
度
、
設
計
と
施

工
を
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

交
付
金
が
減
額
と
な
っ
た
た

め
、
事
業
と
財
源
の
見
直
し

が
な
さ
れ
、
来
年
度
に
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
１
，
２

０
０
万
円
を
減
額
す
る
も
の

で
あ
る
。

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

【
議
案
第
23
号
】南
島
原

市
税
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
27
号
】令
和
５

年
度
南
島
原
市
一般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

農
林
水
産・建
設
委
員
長
報
告（
概
要
）

・
議
案
２
件
を
原
案
可
決

し尿収集車

深江ふれあいの家布津桜苑
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小
嶋
光
明 

委
員
長

　
　
　
し
尿
収
集
車
の
減
価

償
却
は
、
何
年
な
の
か
。
ま

た
、
現
在
使
用
し
て
い
る
し

尿
収
集
車
は
、
何
年
ぐ
ら
い

使
用
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
減
価
償
却
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
は
そ
の
管
理

を
し
て
い
な
い
の
で
、
乗
れ

る
ま
で
乗
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
使
用
年
数
に
つ

い
て
は
、
前
回
、
廃
車
し
た

し
尿
収
集
車
で
、
28
年
ほ
ど

使
用
し
て
い
る
。

　
　
　
本
会
議
で
日
量
50
ト

ン
程
度
運
搬
す
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
が
、
今
回
購
入
す

る
10
ト
ン
車
と
既
存
の
１
台

と
合
わ
せ
て
２
台
で
、
加
津

佐
か
ら
と
深
江
か
ら
の
運
搬

に
、
対
応
可
能
な
の
か
。

　
　
　
本
会
議
で
の
答
弁
の

と
お
り
、
深
江
か
ら
は
平
均

50
ト
ン
を
搬
入
し
、
加
津
佐

か
ら
平
均
20
ト
ン
か
ら
25
ト

ン
を
搬
入
し
て
い
る
。

　
１
日
合
計
で
70
ト
ン
か
ら

80
ト
ン
程
度
を
、
南
有
馬
セ

ン
タ
ー
ま
で
搬
入
し
て
い
る

状
況
で
、
今
回
の
し
尿
収
集

車
が
来
る
ま
で
は
、
４
ト
ン

車
、
３
ト
ン
車
を
複
数
回
使

用
し
て
対
応
し
て
い
る
。
納

車
後
は
、
10
ト
ン
車
の
み
で

の
運
搬
が
可
能
と
考
え
て
い

る
。

（
討
論
は
な
く
、採
決
の
結
果
、

原
案
可
決
）

〈
環
境
水
道
部
関
係
〉

　
　
　
公
共
施
設
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

可
能
性
調
査
は
空
調
工
事
を

す
る
前
の
調
査
費
用
と
い
う

こ
と
だ
が
、
全
体
の
事
業
費

は
い
く
ら
か
。

　
　
　
大
体
の
概
算
事
業
費

は
、
深
江
ふ
れ
あ
い
の
家
の

空
調
が
約
５
，
３
０
０
万
円
、

布
津
桜
苑
が
約
３
，
４
０
０

万
円
。

　
　
　
起
債
を
使
う
と
の
こ

と
だ
が
、
仮
に
そ
の
金
額
が

必
要
な
場
合
、
実
質
市
の
負

担
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
２
つ
の
事
業
費
が
、

約
８
，
７
０
０
万
円
に
な
る

の
で
、
約
４
，
８
０
０
万
円

が
市
の
負
担
と
な
る
。

〈
農
林
水
産
部
関
係
〉

　
　
　
燃
油
価
格
高
騰
に
対

す
る
補
助
金
10
円
は
、
燃
油

高
騰
前
の
価
格
か
ら
見
た
と

き
に
妥
当
な
金
額
か
。

　
　
　
燃
油
の
高
騰
に
対
し

て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

で
一
部
補
填
が
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
プ
ラ
ス
10
円
を
市
単

独
で
補
助
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
妥
当
な
額
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
補
填
と
10
円
を
足
し

た
ら
、
元
の
価
格
ぐ
ら
い
に

な
る
と
い
う
考
え
方
か
。

　
　
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
は
、
積
立
て
と
な
っ
て
お

り
、
掛
金
に
つ
い
て
は
、
農

家
が
２
分
の
１
、
そ
れ
と
同

額
を
国
が
積
み
立
て
、
使
用

す
る
燃
油
に
対
す
る
金
額
を

積
立
て
た
分
に
つ
い
て
、
価

格
高
騰
分
の
７
割
を
補
助
す

る
制
度
で
価
格
高
騰
分
の
７

割
、
プ
ラ
ス
10
円
と
い
う
考

え
方
に
な
る
。

　
積
立
て
た
分
し
か
補
填
さ

れ
な
い
の
で
、
積
立
て
た
分

以
上
に
高
騰
し
た
場
合
は
、

10
円
し
か
入
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

（
討
論
は
な
く
、採
決
の
結
果
、

原
案
可
決
）

　
本
定
例
会
の
一
般
質
問
に

お
い
て
、
漏
水
対
策
を
早
急

に
す
べ
き
と
の
質
問
が
あ
っ

て
い
た
が
、
財
源
等
が
乏
し

い
中
、
漏
水
対
策
に
充
て
る

財
源
確
保
が
困
難
な
た
め
、

水
道
料
金
の
見
直
し
等
を
審

議
会
で
審
議
す
べ
き
と
、
当

委
員
会
全
会
一
致
で
決
定
し

た
。

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

【
議
案
第
26
号
】
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
（
し
尿
収

集
車
大
型
車
）

【
議
案
第
27
号
】
令
和
５

年
度
南
島
原
市
一般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
付
託
案
件
以
外
）

　
水
道
料
金
に
つ
い
て


